
型式：クイックシルバー式ＭＸＬⅡＴＯＰ－Ｒ５０３Ｌ型超軽量動力機（複座） 

識別番号：(財)日本航空協会未登録

発生場所：滋賀県近江八幡市南津田町２２２２番地の水田（稲は刈り込み済み）

発生日時：平成７年９月１０日 １１時００分ごろ

１　航空事故調査の経過

1.1　航空事故の概要

当該機は、平成７年９月１０日、操縦者及び同乗者１名が搭乗し、滋賀県近江八 

幡市南津田町の離着陸場を離陸、上昇中、失速に陥り１１時００分ごろ、同離着陸 

場の南側約１００ｍの水田に墜落。

操縦者及び同乗者 重傷

機体 大破、火災発生なし

1.2　航空事故調査の概要

主管調査官が、平成７年９月１１日～１２日、現場調査を実施。

原因関係者として、操縦者から意見聴取を行った。

２　認定した事実

2.1　乗組員に関する情報

操縦者 男性 ５４歳

(財)日本航空協会技量認定 Ｎｏ．０３１３４（平成元年１２月２２日）

型式の限定 舵面操縦型

総飛行時間 約５０時間

同型式機による飛行時間 約０時間

2.2　航空機に関する情報

2.2.1　航空機

型式 クイックシルバー式ＭＸＬⅡＴＯＰ－Ｒ５０３Ｌ型

製造年月 平成７年８月

総飛行時間 記録なし（約３０分）

事故当時の重量 約３２０kg（仕様書最大重量３６０．５kg）



2.2.2　機体調査

墜落時に受けた損傷以外、異常は認められず。

事故現場にてエンジンを始動したところ、正常に回転した。

2.3　気象に関する情報

天気 くもり、視程 良好、風向 南、風速 ２m/s、気温 ２６℃、

湿度 ８４％（近江八幡消防署観測）

2.4　その他必要な情報

(1)　航空法第１１条第１項ただし書き、同法第２８条第３項、同法第７９条ただ 

し書きの許可未取得。

(2)　操縦者の所有しているクイックシルバー式ＭＸＬⅡ－Ｒ５０３Ｌ型の仕様書 

には、離陸滑走距離４０ｍ、失速速度５１．２km/hと記載。

(3)　事故機クイックシルバー式ＭＸＬⅡＴＯＰ－Ｒ５０３Ｌ型の仕様書には、 

離陸滑走距離６８ｍ、失速速度５６km/hと記載。

３　事実を認定した理由

当該機は、離陸上昇中、失速に陥り左旋転して水田に墜落。

操縦者によれば、次のとおり

エンジン出力がなかなか上がらず、離陸滑走距離が長くなり、離着陸地帯の中 

央付近で離陸したが、離陸方向の電柱及び牛舎が障害となると思い、多少大きく 

機首上げを行ったところ高さ約２０ｍで尾部が下がるような感じで左旋転になり、 

右に修正を行ったが効果がなくそのまま左旋転して水田に墜落した。

操縦者は、当該機の飛行経験がなく、当該機の性能を操縦者の所有している機体の 

性能と同程度と思い込み、2.4(3)項で述べた当該機の性能を理解していなかったもの 

と認められる。

同機は、離陸滑走後、上昇中に障害物を避けるため低速度で機首上げを行ったこと 

により、失速に陥ったものと認められる。

４　原因

操縦者は、当該機の性能を十分理解しないで、低速度で離陸し飛行したため、若干 

の機首上げ操作を行った際、失速に陥り墜落。



付図１　事故現場見取図

事故現場拡大図



付図２　クイックシルバー式ＭＸＬⅡＴＯＰ－Ｒ５０３Ｌ型

三面図



写真　事故機


